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本研究会の最後を締めくくるにあたり、３０分程度の時間でしたがディスカッションの時間が設けられ、出席者

の間で意見の交換を行いました。ここで取り上げられたのは「太陽物理学と恒星物理学の間に横たわるギャップ

の問題」と「今後の両者の交流に向けての進め方」の二点です。私見も交えますが、以下に簡単にまとめます。 

１１１１．．．．分野間分野間分野間分野間ののののギャップギャップギャップギャップのののの問題問題問題問題    

 

太陽分野と恒星分野では研究の取り組み方や価値判断における厳然とした違いが存在することは事実として認め

なければならないでしょう。恒星研究者から見たら太陽研究はあまりに細かいところに向かい過ぎているように

見えますが、一方逆の立場からは恒星研究はいい加減な所で満足している学問のように見えるかもしれません。

つまり「理解」という言葉の意味が太陽と恒星ではかなり異なったレベルになっているように思われます。（ただ

これはよく考えてみれば十分納得できることで、太陽分野の研究者は世界中の全員が同じ一つの天体の解明に取

り組んでいるのですから、オリジナリティを出そうと思えばより良いデータとより精緻な解析でより深い目標を

定めて邁進する方向に進むのは自然な流れと言えます。） 

 また太陽研究者の会合に顔を出すと、発表で活動現象のムービーが映し出されたときに会場から「オォ～」と

どよめきが起こることがありますが、門外漢から見ると一体何がすごいのかわかりかねるのです。ですから太陽

分野の皆さんは細かい現象を見分けるデリケートな目が長年の内に養われているようで、太陽研究にはおそらく

その種の「違いのわかる」センスが必須になっているのだという気がします。 

 こう見ると、両者間の大きなギャップの存在は必然的なもので、もはやどうこう言っても仕方ないことであり、

自分野の殻にこもっていては永久に解決しないように思われます。むしろ最初から異国の文化だと割り切って、

初心に帰って外国語を学ぶつもりで積極的に先方の文化にとけ込む努力をすることが相互理解に向けて最も必要

とされることではないでしょうか。実際これはお互いにとって自分達の専門分野を新たな視点から見直すための

好機にもなるはずです。近い将来両分野を股にかけて活躍するバイリンガル研究者が数多く出現するようになっ

たとき、太陽分野と恒星分野の真の交流が成し遂げられたと言えるでしょう。 

 

２２２２．．．．今後今後今後今後のののの交流交流交流交流にににに向向向向けてけてけてけて    

 

太陽研究者と恒星研究者が座を共にするこの種の集まりで世界的によく知られたものは「Cambridge Workshop: 

Cool Stars, Stellar Systems, and the Sun」（通称COOL STARS）があります。（以下に添付する資料はこの会

議の説明のために使ったものです。）この大がかりな国際会議は米欧のみで交互に開かれてきたものですが、別の

大陸での開催も歓迎する方向になってきているようでもあり、今回我が国の両分野の研究者が集まったのを機に、

近い将来日本に招致する可能性について皆さんの意見を伺いました。 

 ですが、これは従来の実績では400名もの参加者を集めてパラレルセッションも実施される相当大きな会議と

いうこともあり、今回が実質的に最初の顔合わせをしたばかりの段階で招致を考えるのは時期尚早ではないか、

もっと国内でこの種の研究会を重ねて力を付けてからにした方がよい、あまり多人数では十分に互いの顔が見え

ずに効果が上がらないので国際ワークショップを考えるとしても五十人から百人程度のものが適当では、などの

意見が出ました。また、大きな会議の招致を考えるのであればまず一度それに参加してどのようなものか事前に

調べておくべきではないか、との指摘もありました。 

 従って、国際会議のことはしばらく置いておいて、まず国内での太陽恒星研究会を重ねて開いて両者間の交流

をこれからも続けて行こう、ということで皆の意見が一致してお開きとなりました。 

以上。 
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COOL STARS 
 Cambridge Workshop “Cool Stars, Stellar Systems, and 
the Sun”（通称「Cool Stars」）は太陽分野と恒星分野の
両者の集いを主眼とした歴史ある研究会として有名 
 
ただプログラムを見る限り、最近は太陽分野の参加者
はやや減ってきてどちらかといえば恒星に比重を置い
た性格になってきているようだ。 

Rationale 
 
Cool Stars 15 (2008) 
The origin and the evolution of stars and planets; focuses on major open cool-star topics 
such as angular momentum evolution, magnetic field generation and the appearance of 
hot winds, and the dynamics of very cool atmospheres. 
 
Cool Stars 16 (2010) 
Focus on formation and evolution of cool stars, fundamental parameters, cool stars in the 
time domain, magnetic fields and magnetic activity, and cool stars in the Galactic context. 



開催地について（公募で決められる） 
 当初はCenter for Astrophysics のある米国ボストンのケンブリッジで開催されていた 

 
 ２年おきに開催されており、近年は米国と欧州の国が交互に担当している 

• 2008  CS15 スコットランドのセントアンドリューズ 
• 2010  CS16 米国シアトル 
• 2012  CS17 スペイン バルセロナ 
• 2014   CS18 最近の慣例では米国内のどこか 
• 2016   CS19 最近の慣例では欧州のどこかの国 

近い将来のCambridge Workshop「Cool Stars」 （たと
えば3年後のCS18か5年後のCS19）を我が国の太陽

と恒星（＋系外惑星）研究者が一緒になって招致す
ることを検討してみてはどうか 
 
開催地は2年前のCOOL STARSの際の公募で決まり、

応募した国（研究機関）の代表者が出席してプレゼン
テーションなど行い、それをもとに候補の中から委員
会が一つを選んで開催地を決定する 

しかし「この最近の慣例は変えてもいいので、世界の
どの大陸からでも積極的な応募を期待する」とのこと 



2012年6月24-29日バルセロナ開催のCOOL STARS 17 
http://www.coolstars17.net/cs17/1/Welcome 







応募の際に必要な記載事項 



2010年8月下旬に行われた「Cool Stars 16」 
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